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地域の稼ぐ力を高める
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移動貧困社会からの脱却
〜免許返納問題で生まれる新たなモビリティマーケット〜

兄弟本
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社会課題と移動全体を考えるため 2013年独立
移動手段とサービスの多様化高度化

社会の課題解決にどのようにまちを再構築し

どのように移動手段を活用するか
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田舎育ち
• 習い事の送迎が大変
• 通学路が危険
• 隣町までの通学が大変
• クルマ依存で公共交通はほとんどない
• 免許返納後の暮らしどうする？
• 障害者お出かけしにくい

欧州の暮らし
• 環境意識が高い
• 健常者と障害者の分けない
• 移動手段をシェアする文化
• 道路のインフラが日本と違う



私たちは、声を聞けているか？
潜在的な生活者ニーズを汲めていないのではないか

高齢者事故からモビリティを考える会



6長野都市圏総合都市交通体系調査長野県、長野市、須坂市、中野市、飯山市、千曲市、小布施町、
信濃町、飯綱町 https://www.pref.nagano.lg.jp/toshikei/infra/toshi/keikaku/pt/documents/pt_result_vol2.pdf

第２回 平成16年
（2004） 第3回 平成28年

（2016）

クルマだけに頼った暮らし 急激に増えた家族タクシー
移動貧困が生活の貧困を招く



自動運転の現状
 私たちが生きている間に1人一台の時代はこない



出典：内閣府のホームページ「平成30年度 交通事故の状況及び交通安全施策の現況」

免許返納問題はこれから深刻化する

https://www.sankeibiz.jp/econome/photos/210125/ece2101250600001-p2.htm


テクノロジーが進歩しているように見えるが
移動の選択肢が少ない

高齢者、障害者、子育て層が安心して外出できない

安心して歳をとれない
子育てできない

免許返納、障害を持つと
社会人じゃなくなる？

QOL低下
家族が面倒を見ないといけない
生活まで貧困になる
医療・福祉費の増大
自治体財政破綻、地域経済の地盤沈下

移動貧困社会とは

SDGs 日本も未だ途上国ではないか？



よきドライバーでいる
ドライバーになる

ゆるやかな免許返納、スキルの見直しの仕組み
教習所、自動車・自転車販売店などと作れないか

スキルを見直す
クルマ＋もう一つ移動手段を持つ

ドライバー卒業

一生涯移動に困らない暮らしづくり

公共交通、パーソナルモビリティ、徒歩
での暮らし



ドライバーになる仕組みはしっかりしてる
ドライバー卒業サポートがない

●運転スキルの見直し
●身体能力測定
●免許返納時期と
新たな暮らしの計画を一緒に考える

●クルマ以外の移動手段をピックアップ
乗り方サポートもセット

●数年ごとに、移動手段を見直し

例えば：免許返納一括請負
＋返納後のライフサポートサービス



免許返納でできる
約3兆円の新たなマーケット

出典：MONET Technologies ⇒PDF：MONET Technologiesの取組み



3つのタイプの手段を増やす

誰かに送ってもらう
タイプ

鉄道、バス、タクシー、
助け合いなど

自分で移動する
タイプ

小型モビリティ、自転車、
車いすなど

動かない
タイプ

電話、オンライン手続き、
出張、宅配など



デマンド交通 伊那市
ドアツードア乗合タクシー
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どこに住む、誰が、どの経路で、どこへ行くのか
（個人情報の問題もあるが）把握する

社会の課題解決にどのようにまちを再構築し

どのように移動手段を活用するか



利用者の生活の流れで捉える 例：高齢者の通院・買い物

病院に行く日
を決める

予約・順番
をとる

移動する 待合室
で待つ

支払
予約

移動する

だいたい
1週間に

1回買い物

移動
する

買い物
をする

移動
する

荷物を
運ぶ

荷物を
運ぶ

薬
受取り

店を
決める

※利用促進を促すヒントはたくさんある
病院の予約とセット、買い物の習慣を捉えるなど
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